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(57)【要約】
【課題】画質特性を向上させる有機発光表示装置を提供
する。
【解決手段】複数の副画素１１１，１１２，１１３，１
１４を備え、各副画素は、第１電極、第１電極に対向す
る第２電極、及び第１電極と第２電極との間に配置され
、少なくとも有機発光層を含む複数の層を備える中間層
１１１１，１１１２，１１１３を含み、中間層に備えら
れた少なくとも１つの層は、第１方向に隣接した２つの
副画素１１１，１１２において一体に形成され、かつ、
第１方向と垂直な第２方向に隣接した少なくとも２つの
副画素１１１，１１３において一体に形成される有機発
光表示装置１００である。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の副画素を備え、前記各副画素は、
　第１電極と、
　前記第１電極に対向する第２電極と、
　前記第１電極と前記第２電極との間に配置され、少なくとも１つの有機発光層を含む複
数の層を備える中間層と、を含み、
　前記中間層に備えられた少なくとも１つの層は、第１方向に隣接した２つの副画素にお
いて一体に形成され、かつ、前記第１方向と垂直な第２方向に隣接した少なくとも２つの
副画素において一体に形成される有機発光表示装置。
【請求項２】
　１つの色を具現する複数の副画素の前記中間層に備えられた少なくとも１つの層は、前
記第２方向に隣接した４つの副画素において一体に形成される請求項１に記載の有機発光
表示装置。
【請求項３】
　前記中間層に備えられた層のうち、一体に形成される層は、前記有機発光層である請求
項１または２に記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　前記中間層に備えられた層のうち、一体に形成される層は、正方形に形成される請求項
１または３に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記中間層に備えられた層のうち、一体に形成される層は、同じ色を具現する副画素に
対応するように形成される請求項１～４のいずれか１項に記載の有機発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置に関し、さらに詳細には、画質特性を向上させる有機発光
表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、表示装置は、携帯可能な薄型の平板表示装置に代替される趨勢である。平板表示
装置の中でも、有機発光表示装置は自発光型表示装置であって、視野角が広く、コントラ
ストに優れ、かつ応答速度が速いという長所を有しているので、次世代ディスプレイ装置
として注目されている。
【０００３】
　有機発光表示装置は、有機発光層を備える中間層を中心に第１電極及び第２電極が配さ
れ、このような各電極に電圧を加えれば、有機発光層で可視光線を発生させる。
【０００４】
　通常、有機発光層を備える中間層は、有機発光表示装置の各副画素に対応するようにマ
スクを用いて形成される。
【０００５】
　一方、近年は、高画質の画面を具現するために、高解像度の有機発光表示装置が要求さ
れており、これによって各副画素の大きさ及び間隔が減っている。このような高解像度の
有機発光表示装置が要求されてはいるが、それに必要な精密なパターンを有するマスクの
製作及びマスクと基板との間の整列の正確性には限界があり、結果的に、有機発光表示装
置の画質特性を向上させるのは困難である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、画質特性を容易に向上させうる有機発光表示装置を提供することであ
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る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、複数の副画素を備え、前記各副画素は、第１電極、前記第１電極に対向する
第２電極、及び前記第１電極と前記第２電極との間に配置され、少なくとも１つの有機発
光層を含む複数の層を備える中間層を含み、前記中間層に備えられた少なくとも１つの層
は、第１方向に隣接した２つの副画素において一体に形成され、かつ、前記第１方向と垂
直な第２方向に隣接した少なくとも２つの副画素において一体に形成される有機発光表示
装置を開示する。
【０００８】
　本発明において、１つの色を具現する複数の副画素の前記中間層に備えられた少なくと
も１つの層は、前記第２方向に隣接した４つの副画素において一体に形成されうる。
【０００９】
　本発明において、前記中間層に備えられた層のうち、一体に形成される層は、前記有機
発光層でありうる。
【００１０】
　本発明において、前記中間層に備えられた層のうち、一体に形成される層は、正方形に
形成されうる。
【００１１】
　本発明において、前記中間層に備えられた層のうち、一体に形成される層は、同じ色を
具現する副画素に対応するように形成されうる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の有機発光表示装置によれば、画質特性を容易に向上させうる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１Ａ】本発明の一実施形態における有機発光表示装置の中間層を形成するために使用
する第１マスクを概略的に示す平面図である。
【図１Ｂ】本発明の一実施形態における有機発光表示装置の中間層を形成するために使用
する第２マスクを概略的に示す平面図である。
【図１Ｃ】本発明の一実施形態における有機発光表示装置の中間層を形成するために使用
する第３マスクを概略的に示す平面図である。
【図２】本発明の一実施形態における有機発光表示装置を示す概略的な平面図である。
【図３】図２のIII－III線に沿った断面図である。
【図４】本発明の他の実施形態における有機発光表示装置を示す概略的な平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、添付した図面に示された本発明に関する実施形態を参照して、本発明の構成及び
作用を詳細に説明する。
【００１５】
　図１Ａ～図１Ｃは、本発明の一実施形態における有機発光表示装置の中間層を形成する
ために使用するマスクを概略的に示す平面図であり、図２は、本実施形態における有機発
光表示装置を示す概略的な平面図であり、図３は、図２のIII－III線に沿った断面図であ
る。
【００１６】
　図１Ａには、第１マスク１１１が図示されている。第１マスク１１１は、第１開口部１
１１ａを備える。第１マスク１１１は、第１中間層１１１１に備えられる複数の層のうち
、少なくともいずれか１つの層を一体に形成するためのマスクである。第１中間層１１１
１は、第１の色、具体的には、青色可視光線を具現する副画素に対応する中間層である。
【００１７】
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　また、第１マスク１１１は、第１中間層１１１１のうち、有機発光層を形成するための
マスクでありうる。第１開口部１１１ａは、第１中間層１１１１のうち、一体に形成され
る層の領域に対応する。
【００１８】
　図１Ｂには、第２マスク１１２が図示されている。第２マスク１１２は、第２開口部１
１２ａを備える。第２マスク１１２は、第２中間層１１１２に備えられる複数の層のうち
、少なくともいずれか１つの層を一体に形成するためのマスクである。第２中間層１１１
２は、第２の色、具体的には、緑色可視光線を具現する副画素に対応する中間層である。
【００１９】
　また、第２マスク１１２は、第２中間層１１１２のうち、有機発光層を形成するための
マスクでありうる。第２開口部１１２ａは、第２中間層１１１２のうち、一体に形成され
る層の領域に対応する。
【００２０】
　図１Ｃには、第３マスク１１３が図示されている。第３マスク１１３は、第３開口部１
１３ａを備える。第３マスク１１３は、第３中間層１１１３に備えられる複数の層のうち
、少なくともいずれか１つの層を一体に形成するためのマスクである。第３中間層１１１
３は、第３の色、具体的には、赤色可視光線を具現する副画素に対応する中間層である。
【００２１】
　また、第３マスク１１３は、第３中間層１１１３のうち、有機発光層を形成するための
マスクでありうる。第３開口部１１３ａは、第３中間層１１１３のうち、一体に形成され
る層の領域に対応する。
【００２２】
　第１マスク１１１、第２マスク１１２、及び第３マスク１１３を用いて中間層１１１１
，１１１２，１１１３を形成し、完成された有機発光表示装置１００が図２に図示されて
いる。
【００２３】
　図２を参照すれば、有機発光表示装置１００は、副画素を備え、具体的には、青色副画
素、緑色副画素、及び赤色副画素を備える。
【００２４】
　青色副画素は、第１青色副画素１１１Ｂ、第２青色副画素１１２Ｂ、第３青色副画素１
１３Ｂ、及び第４青色副画素１１４Ｂを備える。第１青色副画素１１１Ｂと第２青色副画
素１１２Ｂは、第１方向、すなわち、図２のＸ方向に隣接し、第３青色副画素１１３Ｂと
第４青色副画素１１４Ｂも第１方向に隣接する。また、第１青色副画素１１１Ｂ及び第２
青色副画素１１２Ｂは、第３青色副画素１１３Ｂ及び第４青色副画素１１４Ｂと第１方向
に垂直な第２方向、すなわち、図２のＹ方向に隣接する。そして、第１青色副画素１１１
Ｂ、第２青色副画素１１２Ｂ、第３青色副画素１１３Ｂ、及び第４青色副画素１１４Ｂに
おいて、第１中間層１１１１のうち、少なくとも１つの層は一体に形成され、具体的には
、第１中間層１１１１のうち、有機発光層が一体に形成されうる。この際、中間層１１１
１のうち、一体に形成される層は、正方形に形成されうる。
【００２５】
　緑色副画素は、第１緑色副画素１１１Ｇ、第２緑色副画素１１２Ｇ、第３緑色副画素１
１３Ｇ、及び第４緑色副画素１１４Ｇを備える。第１緑色副画素１１１Ｇと第２緑色副画
素１１２Ｇは、第１方向、すなわち、図２のＸ方向に隣接し、第３緑色副画素１１３Ｇと
第４緑色副画素１１４Ｇも第１方向に隣接する。また、第１緑色副画素１１１Ｇ及び第２
緑色副画素１１２Ｇは、第３緑色副画素１１３Ｇ及び第４緑色副画素１１４Ｇと第１方向
に垂直な第２方向、すなわち、図２のＹ方向に隣接する。そして、第１緑色副画素１１１
Ｇ、第２緑色副画素１１２Ｇ、第３緑色副画素１１３Ｇ、及び第４緑色副画素１１４Ｇに
おいて、第２中間層１１１２のうち、少なくとも１つの層は一体に形成され、具体的には
、第２中間層１１１２のうち、有機発光層が一体に形成されうる。
【００２６】
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　赤色副画素は、第１赤色副画素１１１Ｒ、第２赤色副画素１１２Ｒ、第３赤色副画素１
１３Ｒ、及び第４赤色副画素１１４Ｒを備える。第１赤色副画素１１１Ｒと第２赤色副画
素１１２Ｒは、第１方向、すなわち、図２のＸ方向に隣接し、第３赤色副画素１１３Ｒと
第４赤色副画素１１４Ｒも第１方向に隣接する。また、第１赤色副画素１１１Ｒ及び第２
赤色副画素１１２Ｒは、第３赤色副画素１１３Ｒ及び第４赤色副画素１１４Ｒと第１方向
に垂直な第２方向、すなわち、図２のＹ方向に隣接する。そして、第１赤色副画素１１１
Ｒ、第２赤色副画素１１２Ｒ、第３赤色副画素１１３Ｒ、及び第４赤色副画素１１４Ｒに
おいて、第３中間層１１１３のうち、少なくとも１つの層は一体に形成され、具体的には
、第３中間層１１１３のうち、有機発光層が一体に形成されうる。
【００２７】
　各副画素は、第１電極、第２電極、及び中間層を備えるところ、図３を参照しつつ、具
体的に説明する。
【００２８】
　図３を参照すれば、有機発光表示装置１００は基板１０１を備え、基板１０１上にバッ
ファ層１０２が形成される。
【００２９】
　具体的に、基板１０１は、ＳｉＯ２を主成分とする透明なガラス材質からなりうる。基
板１０１は、必ずしもこれに限定されず、透明なプラスチック材質で形成することもでき
る。この際、基板１０１を形成するプラスチック材質は、ポリエーテルスルホン（ＰＥＳ
；ｐｏｌｙｅｔｈｅｒｓｕｌｐｈｏｎｅ）、ポリアクリレート（ＰＡＲ；ｐｏｌｙａｃｒ
ｙｌａｔｅ）、ポリエーテルイミド（ＰＥＩ；ｐｏｌｙｅｔｈｅｒｉｍｉｄｅ）、ポリエ
チレンナフタレート（ＰＥＮ；ｐｏｌｙｅｔｈｙｅｌｅｎｅｎ　ｎａｐｔｈａｌａｔｅ）
、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ；ｐｏｌｙｅｔｈｙｅｌｅｎｅ　ｔｅｒｅｐｔｈ
ａｌａｔｅ）、ポリフェニレンスルフィド（ｐｏｌｙｐｈｅｎｙｌｅｎｅ　ｓｕｌｆｉｄ
ｅ：ＰＰＳ）、ポリアリレート（ｐｏｌｙａｌｌｙｌａｔｅ）、ポリイミド（ｐｏｌｙｉ
ｍｉｄｅ）、ポリカーボネート（ＰＣ）、トリアセチルセルロース（ＴＡＣ）、セルロー
スアセテートプロピオネート（ｃｅｌｌｕｌｏｓｅ　ａｃｅｔａｔｅ　ｐｒｏｐｉｏｎａ
ｔｅ：ＣＡＰ）からなる群から選択される絶縁性有機物でありうる。
【００３０】
　バッファ層１０２は、基板１０１の上部に平坦な面を提供して基板１０１方向への水分
及び異物の侵入を防止する。
【００３１】
　バッファ層１０２上に所定パターンの活性層１０３が形成される。活性層１０３は、非
晶質シリコンまたはポリシリコンのような無機半導体や有機半導体で形成され、ソース領
域、ドレイン領域、及びチャネル領域を含む。活性層１０３の上部には、ゲート絶縁膜１
０４が形成され、ゲート絶縁膜１０４の上部の所定領域には、ゲート電極１０５が形成さ
れる。ゲート電極１０５は、ＴＦＴオン／オフ信号を印加するゲートライン（図示せず）
と連結されている。ゲート電極１０５は、Ａｕ、Ａｇ、Ｃｕ、Ｎｉ、Ｐｔ、Ｐｄ、Ａｌ、
Ｍｏ、Ａｌ：Ｎｄ合金、またはＭｏ：Ｗ合金のような金属または金属の合金からなりうる
が、これらに限定されるものではない。
【００３２】
　ゲート電極１０５の上部には層間絶縁膜１０６を形成するが、活性層１０３のソース及
びドレイン領域を露出するように形成する。そして、活性層１０３の露出されたソース及
びドレイン領域に各々接するようにソース電極１０７及びドレイン電極１０８が形成され
る。
【００３３】
　ソース電極１０７及びドレイン電極１０８を覆うように、パッシベーション膜１０９が
形成される。この際、パッシベーション膜１０９は、ドレイン電極１０８の所定の領域を
露出するように形成され、露出されたドレイン電極１０８と連結されるように第１電極１
２１が形成される。
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【００３４】
　第１電極１２１上には、画素定義膜１２５が形成される。画素定義膜１２５は、多様な
絶縁物質を含有し、第１電極１２１の所定の領域を露出するように形成される。露出され
た第１電極１２１の上部に第１中間層１１１１を形成する。
【００３５】
　この際、第１中間層１１１１に備えられた層のうち、少なくともいずれか１つの層は、
第１青色副画素１１１Ｂ、第２青色副画素１１２Ｂ、第３青色副画素１１３Ｂ、及び第４
青色副画素１１４Ｂにわたって一体に形成される。この際、第１中間層１１１１のうち、
一体に形成される層は、有機発光層であり、具体的には、青色可視光線を具現する有機発
光層でありうる。
【００３６】
　この際、第１中間層１１１１のうち、一体に形成される層は、多様な方法を用いて形成
されうる。具体例として、第１中間層１１１１は、蒸着方法を用いて形成される。
【００３７】
　図示していないが、赤色及び緑色副画素の場合にも、青色副画素と同様に４つの隣接し
た副画素に対して、第２及び第３中間層１１１２，１１１３が一体に形成される。
【００３８】
　第１中間層１１１１上には、全ての副画素にわたって第２電極１２２が形成される。
【００３９】
　第２電極１２２上に密封部材（図示せず）が配されうる。密封部材（図示せず）は、外
部の水分や酸素から第１中間層１１１１及びその他の層を保護するために形成するもので
あって、密封部材（図示せず）は透明な材質で形成される。このために、ガラス、プラス
チック、または有機物と無機物との複数の重畳された構造でもあり得る。
【００４０】
　本実施形態の有機発光表示装置１００は、同じ色を具現する副画素のうち、第１方向及
び第２方向に隣接した４つの副画素にわたって中間層のうち、少なくともいずれか１つの
層を一体に形成する。これを通じて中間層を形成するためのマスクの開口部の大きさを縮
小することなく、開口部の大きさよりも小さな副画素を形成する。すなわち、マスクの１
つの開口部ごとに４つの副画素の中間層のうち、いずれか１つの層を形成しうる。これを
通じて小さなサイズの副画素を容易に形成しうる。結果的に、高解像度の有機発光表示装
置１００を製造する場合にも画質特性を向上しうる。
【００４１】
　本実施形態では、薄膜トランジスタを適用する能動型（ａｃｔｉｖｅ　ｍａｔｒｉｘ　
ｔｙｐｅ：ＡＭｔｙｐｅ）有機発光表示装置１００を説明したが、本発明はこれに限定さ
れない。すなわち、本発明は、図示していないが、受動型（ｐａｓｓｉｖｅ　ｍａｔｒｉ
ｘ　ｔｙｐｅ：ＰＭｔｙｐｅ）有機発光表示装置にも適用可能なのはいうまでもない。
【００４２】
　図４は、本発明の他の実施形態における有機発光表示装置を示す概略的な平面図である
。図４を参照すれば、有機発光表示装置２００は、副画素を備え、具体的には、青色副画
素、緑色副画素、及び赤色副画素を備える。
【００４３】
　青色副画素は、第１青色副画素２１１Ｂ、第２青色副画素２１２Ｂ、第３青色副画素２
１３Ｂ、第４青色副画素２１４Ｂ、第５青色副画素２１５Ｂ、第６青色副画素２１６Ｂ、
第７青色副画素２１７Ｂ、及び第８青色副画素２１８Ｂを備える。第１青色副画素２１１
Ｂと第２青色副画素２１２Ｂは、第１方向、すなわち、図４のＸ方向に隣接する。また、
第３青色副画素２１３Ｂと第４青色副画素２１４Ｂは、第１方向に隣接し、第５青色副画
素２１５Ｂと第６青色副画素２１６Ｂ、及び、第７青色副画素２１７Ｂと第８青色副画素
２１８Ｂも各々第１方向に隣接する。
【００４４】
　また、第１青色副画素２１１Ｂは、第３青色副画素２１３Ｂ、第５青色副画素２１５Ｂ
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、及び第７青色副画素２１７Ｂと第１方向に垂直な第２方向、すなわち、図４のＹ方向に
隣接する。第２青色副画素２１２Ｂは、第４青色副画素２１４Ｂ、第６青色副画素２１６
Ｂ、及び第８青色副画素２１８Ｂと第２方向に隣接する。
【００４５】
　そして、第１青色副画素２１１Ｂ、第２青色副画素２１２Ｂ、第３青色副画素２１３Ｂ
、第４青色副画素２１４Ｂ、第５青色副画素２１５Ｂ、第６青色副画素２１６Ｂ、第７青
色副画素２１７Ｂ、及び第８青色副画素２１８Ｂにおいて第１中間層２１１１のうち、少
なくとも１つの層は一体に形成され、具体的には、第１中間層２１１１のうち、有機発光
層が一体に形成されうる。
【００４６】
　緑色副画素は、第１緑色副画素２１１Ｇ、第２緑色副画素２１２Ｇ、第３緑色副画素２
１３Ｇ、及び第４緑色副画素２１４Ｇを備える。第１緑色副画素２１１Ｇと第２緑色副画
素２１２Ｇは、第１方向、すなわち、図４のＸ方向に隣接し、第３緑色副画素２１３Ｇと
第４緑色副画素２１４Ｇも第１方向に隣接する。また、第１緑色副画素２１１Ｇ及び第２
緑色副画素２１２Ｇは、第３緑色副画素２１３Ｇ及び第４緑色副画素２１４Ｇと第１方向
に垂直な第２方向、すなわち、図４のＹ方向に隣接する。そして、第１緑色副画素２１１
Ｇ、第２緑色副画素２１２Ｇ、第３緑色副画素２１３Ｇ、及び第４緑色副画素２１４Ｇに
おいて第２中間層２１１２のうち、少なくとも１つの層は一体に形成され、具体的には、
第２中間層２１１２のうち、有機発光層が一体に形成されうる。
【００４７】
　赤色副画素は、第１赤色副画素２１１Ｒ、第２赤色副画素２１２Ｒ、第３赤色副画素２
１３Ｒ、及び第４赤色副画素２１４Ｒを備える。第１赤色副画素２１１Ｒと第２赤色副画
素２１２Ｒは、第１方向、すなわち、図４のＸ方向に隣接し、第３赤色副画素２１３Ｒと
第４赤色副画素２１４Ｒも第１方向に隣接する。また、第１赤色副画素２１１Ｒ及び第２
赤色副画素２１２Ｒは、第３赤色副画素２１３Ｒ及び第４赤色副画素２１４Ｒと第１方向
に垂直な第２方向、すなわち、図４のＹ方向に隣接する。そして、第１赤色副画素２１１
Ｒ、第２赤色副画素２１２Ｒ、第３赤色副画素２１３Ｒ、及び第４赤色副画素２１４Ｒに
おいて第３中間層２１１３のうち、少なくとも１つの層は一体に形成され、具体的には、
第３中間層２１１３のうち、有機発光層が一体に形成されうる。
【００４８】
　本実施形態の有機発光表示装置２００は、青色副画素の場合、第１方向に隣接した２つ
の副画素及び第２方向に隣接した４つの副画素、すなわち、８つの副画素にわたって中間
層のうち、少なくともいずれか１つの層を一体に形成する。そして、残りの緑色及び赤色
副画素の場合、第１方向及び第２方向に隣接した４つの副画素にわたって中間層のうち、
少なくともいずれか１つの層を一体に形成する。しかし、本発明はこれに限定されず、赤
色または緑色副画素に対して、８つの副画素にわたって中間層のうち、少なくともいずれ
か１つの層を一体に形成することもできる。
【００４９】
　これにより、中間層を形成するためのマスクの開口部を縮小せずとも、開口部よりも小
さな副画素を形成しうる。すなわち、マスクの１つの開口部ごとに４つの副画素または８
つの副画素の中間層のうち、いずれか１つの層を形成しうる。したがって、大きさの小さ
な副画素を容易に形成しうる。結果的に、高解像度の有機発光表示装置２００を製造する
場合にも画質特性を向上させうる。
【００５０】
　本発明は、図面に図示された実施形態を参考に説明されたが、これは例示的なものに過
ぎず、当業者ならば、これより多様な変形及び均等な他実施形態が可能であるという点を
理解できるであろう。したがって、本発明の真の技術的保護範囲は、特許請求の範囲の技
術的思想によってのみ決まるべきである。
【符号の説明】
【００５１】
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１００，２００　有機発光表示装置、
１１１　第１マスク、
１１２　第２マスク、
１１３　第３マスク、
１１１Ｂ，１１２Ｂ，１１３Ｂ，１１４Ｂ，２１１Ｂ，２１２Ｂ，２１３Ｂ，２１４Ｂ，
２１５Ｂ，２１６Ｂ，２１７Ｂ，２１８Ｂ　青色副画素、
１１１Ｇ，１１２Ｇ，１１３Ｇ，１１４Ｇ，２１１Ｇ，２１２Ｇ，２１３Ｇ，２１４Ｇ　
緑色副画素、
１１１Ｒ，１１２Ｒ，１１３Ｒ，１１４Ｒ，２１１Ｒ，２１２Ｒ，２１３Ｒ，２１４Ｒ　
赤色副画素、
１１１１，１１１２，１１１３，２１１１，２１１２，２１１３　中間層。

【図１Ａ】
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